
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年３月２４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２２年４月２９日（木、祝日） ０５時００分ごろ 

発生場所 茨城県ひたちなか市那珂湊港南防波堤灯台から真方位２１７°３４０ｍ付

近（概位 北緯３６°２０.１′ 東経１４０°３６.０′） 

事故調査の経過  平成２２年４月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

プレジャーヨット 颯
はやて

、５トン未満（長さ７.０５ｍ） 

 ２３５－１１０８８茨城、個人所有 

 ７.０５ｍ（Lr）×２.６５ｍ×１.３０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３.３１kＷ、昭和５５年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５９歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 平成１６年３月１８日 

  免許証交付日 平成２１年３月１６日 

         （平成２６年３月１７日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 全損 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗船し、友人１人（以下「同乗者」という。）を乗

せ、平成２２年４月２９日０４時３０分ごろ、茨城県水戸市所在の那珂川

河口の上流にあるマリーナを出航し、宮城県女川町女川港に向かった。 

 

本船は、船長が操縦して那珂川を下流に向けて航行し、０５時００分ご

ろ、那珂川河口付近に達したが、磯波が立っていたことから、引き返すた

めに反転しようとしたところ、左舷から波を受けて傾斜し、船長が船外に

投げ出された。 

船長は、船尾梯子につかまっていたが、本船は、再度の波を受け、転覆

した。 

本船は、その後に復原し、同乗者は、船長が落水していることに気付い

たが、濃霧で次第に姿が見えなくなったので、キャビンに避難した。 

本船は、０５時４０分ごろ茨城県大洗町大洗海岸に漂着し、０５時５０

分ごろ、同乗者が付近の民家から海上保安庁に通報した。 

船長は、１０時２０分ごろ大洗港南防波堤灯台から真方位１２４°６５

０ｍ付近で海上保安庁のヘリコプターに救助され、死亡が確認された。 

死因は、脳内出血の疑いと検案された。 
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 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 ４、視程 約１００ｍ、気温

約１２℃ 

海象：うねりの方向 東南東、うねりの高さ 約１ｍ、潮汐 下げ潮の初

期、水温 約１０℃ 

本事故発生時、関東海域全域には海上強風警報が、関東海域北部には海

上濃霧警報が発表されていた。 

 その他の事項 船長は、自宅を出る際、体調不良を訴えていなかった。 

船長は、発見時、救命胴衣を着用していた。 

那珂川河口付近は、磯波が発生し、不規則な波が発生することがある水

域であった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

あり 

 本船は、那珂川河口付近を航行中、磯波が立っ

ていたことから、引き返すために反転しようとし

たとき、左舷から波を受けて傾斜し、再び波を受

けて転覆した可能性があると考えられる。 

 船長は、本船が傾斜したときに船外に投げ出さ

れ、転覆したときに落水した可能性があると考え

られる。 

 船長は、船外に投げ出されたとき、又は落水し

たときに脳内出血を発症した可能性があると考え

られるが、発症の状況を明らかにすることはでき

なかった。 

 船長の死因は、脳内出血の疑いと検案された。 

原因  本事故は、海上強風警報が発表されている状況下、本船が、那珂川河口

付近を航行中、引き返すために反転しようとした際、左舷から波を受けて

傾斜し、再び波を受けたため、転覆したことにより発生した可能性がある

と考えられる。 

 




